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 毎年恒例になった「万民子どもスキー・スノボ教室」

が、今年も行われました。参加人数は幼児も含む 35 名。

教会学校の先生方と、思いっきり楽しんだ一日でした。 

 朝 7 時半、牧師先生のお祈りで出発しました。お天気

にも恵まれ、寒いどころか暖かいスキー場で、思う存分

スキーにスノーボードにソリに励みました。毎年、楽し

みにして参加する子どもたちもいますが、今年はじめて

やってきた子どもたちもいました。万民のスキー・スノ

ボ教室は、教会の執事であるインストラクターと、教会 

学校の先生方がたくさん参加して、子どもたちと関わり 

 
 

 

 

 

 
 

ます。それは、期待して集まってくる子どもたちが、皆 

上達して喜んで帰宅することができるようにという思

いと、参加した子どもたちと交わりを持ちながら、もっ

と子どもたちの心がわかって助けとなるようにと願っ

ている先生方が多くおられるからです。 

すべてのことは神様がしてくださいますが、それを期

待して働かれる先生方の上にも、さらなる神様の恵みが

あるように祈ります。 

☆教会学校礼拝 

  毎週日曜日 午後 1 時～2 時半 

万民教会新聞 
 

 
発行:宗教法人イエス・キリスト日本聖潔教団 

飯田万民教会 

住所:長野県飯田市鼎切石 3883-4 
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   万民子どもスキー・スノボ教室 
    2 月 12 日（月・祝） 伊那スキーリゾートにて 
     神様ののぞまれる雪のように白い心で。。。 
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「主を信じても 
救われない場合がありますか？」 

 

 

§ 質 問 § 
 

「マタイ福音書７章２１節を見ると、イエスさま

ご自身が、「わたしに向かって、『主よ、主よ。』と言

う者がみな天の御国にはいるのではなく、天におら

れるわたしの父のみこころを行なう者がはいるので

す。」と語っておられます。 

私は、イエス・キリストを迎え入れさえすればみな

救われて天国に行くと思っていましたが、このみこ

とばを読んで、驚かずにおれませんでした。 

主を信じていても救われないとはどんな場合なのか

詳しく教えてください。」 

 

§ 答 え § 
 

私たちがイエス・キリストを信じる一番大きな目的

は、救われて天国に行くことです。 

天国は、神さまが愛と公義で治められる国ですから、

この世とは違って、涙も悲しみも苦しみも病気も死も

なく、永遠の幸福を味わい楽しむ所です。 

このような天国は、きよい神さまが治めておられま

すから、罪があると入れません。 

そのため、神さまは、ひとり子イエス・キリストを

この地上に送られ、全人類の罪の問題を解決してくだ

さいました。 

ですからヨハネ福音書３章１６～１７節で、「神は、

実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を

愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして

滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。

神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためで

はなく、御子によって世が救われるためである。」と

語っておられるのです。また同じく１章１２節でも、

「しかし、この方を受け入れた人々、すなわち、その

名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与

えになった。」と語っておられます。 

しかし、聖書を詳しく読むと、だれでもイエス・キ

リストを迎え入れると救いに至ることを約束してお

られる反面、イエス・キリストを迎え入れたとしても、

救われない場合もあることが強調されています。 

マタイ福音書７章２１～２３節には、「わたしに向

かって、『主よ、主よ。』と言う者がみな天の御国に

はいるのではなく、天におられるわたしの父のみこ

ころを行なう者がはいるのです。その日には、大ぜ

いの者がわたしに言うでしょう。『主よ、主よ。私た

ちはあなたの名によって預言をし、あなたの名によ

って悪霊を追い出し、あなたの名によって奇蹟をた

くさん行なったではありませんか。』しかし、その時、

わたしは彼らにこう宣告します。『わたしはあなたが

たを全然知らない。不法をなす者ども。わたしから

離れて行け。』」と書かれています。イエス・キリス

トを迎え入れて「主よ、主よ。」と呼ぶ者でも、主の

御名によって預言をし、悪霊を追い出し、たくさんの

奇蹟を行なったとしても、神さまのみこころどおりに

行わない者は、天国に入ることができないのです。 

また、ヨハネの手紙第一 １章６節に書かれてい 

るように、「もし私たちが、神と交わりがあると言っ

ていながら、しかもやみの中を歩んでいるなら、私

たちは偽りを言っているのであって、真理を行なっ

てはい」ないことになりますから、天国に入ることが

できません。 

黙示 ２２章１５節を見ると、「犬ども、魔術を行

なう者、不品行の者、人殺し、偶像を拝む者、好ん

で偽りを行なう者はみな、外に出される。」と語って

います。 

真理を知っていながらも行なわず、むしろ不法を行

なう人たちは天国に入ることができないのです。 
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ですから私たちは、信じていても救われないのはど

んな場合なのかをはっきりと悟って、正しい信仰生活

をしなければなりません。 

 

１ 不法を行なう場合 

マタイ福音書７章２２、２３節を見ると、イエス

さまが、「その日には、大ぜいの者がわたしに言うで

しょう。『主よ、主よ。私たちはあなたの名によって

預言をし、あなたの名によって悪霊を追い出し、あ

なたの名によって奇蹟をたくさん行なったではあり

ませんか。』しかし、その時、わたしは彼らにこう宣

告します。『わたしはあなたがたを全然知らない。不

法をなす者ども。わたしから離れて行け。』」と語っ

ておられます。 

「主よ、主よ。」と言うことは、「イエスさまを救い主

として迎え入れます。信じます。」という告白ですが、

このような告白をしたとしてもみなが天国に入るの

ではない、というみことばです。イエス・キリストを

迎え入れ、光であられる神さまのみこころどおり行な

う者は、天国に行きますが、どんなに主の御名によっ

て奇蹟を行なったとしても、不法を行なう者は、天国

に入ることができないのです。 

マタイ福音書１３章を見ると、「麦と毒麦のたとえ」

で、麦は倉に納めるが毒麦は焼き捨てるように、この

世の終わりである裁きの時にも、実を結んだ「麦の聖

徒たち」は天国に行くが、毒麦、すなわち「信じます。」

と言いながら不法を行なう者たちは地獄の火に投げ

込まれる、ということを語っておられます。 

（マタイ福音書１３章２４～３０節「天の御国は、

こういう人にたとえることができます。ある人が自

分の畑に良い種を蒔いた。ところが、人々の眠って

いる間に、彼の敵が来て麦の中に毒麦を蒔いて行っ

た。麦が芽生え、やがて実ったとき、毒麦も現われ

た。それで、その家の主人のしもべたちが來て言っ

た。『ご主人。畑には良い麦を蒔かれたのではありま

せんか。どうして毒麦が出たのでしょう。』主人は言

った。『敵のやったことです。』すると、しもべたち

は言った。『では、私たちが行ってそれを抜き集めま

しょうか。』だが、主人は言った。『いやいや。毒麦

を抜き集めるうちに、麦もいっしょに抜き取るかも

しれない。だから、収穫まで、両方とも育つままに

しておきなさい。収穫の時期になったら、私は刈る

人たちに、まず、毒麦を集め、焼くために束にしな

さい。麦のほうは、集めて私の倉に納めなさい、と

言いましょう。』」マタイ福音書１３章３７～４３節

「良い種を蒔く者は人の子です。畑はこの世界のこ

とで、良い種とは御国の子どもたち、毒麦とは悪い

者の子どもたちのことです。毒麦を蒔いた敵は悪魔

であり、収穫とはこの世の終わりのことです。そし

て、刈り手とは御使いたちのことです。ですから、

毒麦が集められて火で焼かれるように、この世の終

わりにもそのようになります。人の子はその御使い

たちを遣わします。彼らは、つまずきを与える者や

不法を行なう者たちをみな、御国から取り集めて、

火の燃える爐に投げ込みます。彼らはそこで泣いて

歯ぎしりするのです。そのとき、正しい者たちは、

天の父の御国で太陽のように輝きます。耳のある者

は聞きなさい。」） 

では、不法とは何でしょうか？ 

ヨハネの手紙第一・３章４節に、「罪を犯している

者はみな、不法を行なっているのです。罪とは律法

に逆らうことなのです。」とあります。 

すなわち、神さまのみことばである真理を行なわな

いことが罪を犯すことであり、不法を行なうことなの

です。 

またコリント人への手紙第一・６章９～１０節で

は、「あなたがたは、正しくない者は神の国を相続で

きないことを、知らないのですか。だまされてはい

けません。不品行な者、偶像を礼拝する者、姦淫を

する者、男娼となる者、男色をする者、盗む者、貪

欲な者、酒に酔う者、そしる者、略奪する者はみな、

神の国を相続することができません。」と語っていま

す。 

ここで「正しくない者」とは、だまされて神さまの

みことばどおりに行なわない者ですから、すなわち不

法を行なう者です。 

この他にも、ガラテヤ人への手紙５章１９～２１

節を見ると、「肉の行ないは明白であって、次のよう

なものです。不品行、汚れ、好色、偶像礼拝、魔術、

敵意、争い、そねみ、憤り、党派心、分裂、分派、

ねたみ、酩酊、遊興、そういった類のものです。前

にもあらかじめ言ったように、私は今もあなたがた

にあらかじめ言っておきます。こんなことをしてい

る者たちが神の国を相続することはありません。」と

語られています。 

ここで「肉の行ない」とは、「行ないによって罪を
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犯すこと」を意味しますから、これも不法を行なうこ

とであり、天国に入ることができない、という事実が

わかります。 

 

２ 滅びに至る罪を犯す場合 

一般的に、罪は大きく二つに分けられます。 

神さまに赦していただける、滅びに至らない罪があ

り、神さまに永遠に赦されずに、死に至る罪がありま

す。 

ですから、ヨハネの手紙第一・５章１６～１７節

を見ると、「だれでも兄弟が死に至らない罪を犯して

いるのを見たなら、神に求めなさい。そうすれば神

はその人のために、死に至らない罪を犯している

人々に、いのちをお与えになります。死に至る罪が

あります。この罪については、願うようにとは言い

ません。不正はみな罪ですが、死に至らない罪が 

あります。」と語っているのです。 

では、どんな場合が死に至る罪を犯すことなのか、具

体的に詳しく見ていきます。 

（１）聖霊をそしり、逆らい、冒涜する場合 

マタイ福音書１２章３１～３２節を見ると、「人は

どんな罪も冒涜も赦していただけます。しかし、聖

霊に逆らう冒涜は赦されません。また、人の子に逆

らうことばを口にする者でも、赦されます。しかし、

聖霊に逆らうことを言う者は、だれであっても、こ

の世であろうと次に来る世であろうと、赦されませ

ん。」と語っておられます。 

聖霊をそしるとは、マルコ福音書３章２０～３０

節にあるように、聖霊の力を「サタンのしわざだ。」

と語ることによって、聖霊を悪く言うことを意味して

います。（「イエスが家に戻られると、また大ぜいの

人が集まって來たので、みなは食事する暇もなかっ

た。イエスの身内の者たちが聞いて、イエスを連れ

戻しに出て来た。『気が狂ったのだ。』と言う人たち

がいたからである。また、エルサレムから下って来

た律法学者たちも、『彼は、ベルゼブルに取りつかれ

ている。』と言い、『悪霊どものかしらによって、悪

霊どもを追い出しているのだ。』とも言った。そこで

イエスは彼らをそばに呼んで、たとえによって話さ

れた。『サタンがどうしてサタンを追い出せましょう。

もし国が内部で分裂したら、その国は立ち行きませ

ん。また、家が内輪もめをしたら、家は立ち行きま

せん。サタンも、もし内輪の争いが起こって分裂し

ていれば、立ち行くことができないで滅びます。確

かに、強い人の家に押し入って家財を略奪するには、

まずその強い人を縛り上げなければなりません。そ

のあとでその家を略奪できるのです。まことに、あ

なたがたに告げます。人はその犯すどんな罪も赦し

ていただけます。また、神をけがすことを言っても、

それはみな赦していただけます。しかし、聖霊をけ

がす者はだれでも、永遠に赦されず、とこしえの罪

に定められます。』このように言われたのは、彼らが、

『イエスは、汚れた霊につかれている。』と言ってい

たからである。」） 

またマタイ福音書１２章３２節では、「また、人の

子に逆らうことばを口にする者でも、赦されます。

しかし、聖霊に逆らうことを言う者は、だれであっ

ても、この世であろうと次に来る世であろうと、赦

されません。」とあり、ルカ福音書１２章１０節では、

「たとい、人の子をそしることばを使う者があって

も、赦されます。しかし、聖霊をけがす者は赦され

ません。」とあります。 

「人の子に逆らうことばを口にする」とは、肉をま

とってこの地上に来られたイエスさまを救い主とし

て信じられず、人間とみなすことですから、赦されま

す。 

しかし、聖霊に逆らったり、侮辱したりするという

ことは、神さまを知っている言う人々が自分の悪によ

って神さまのみわざに逆らって冒涜することですか

ら、赦されることがなく、死に至るしかない、という

のが事実です。 

ですから、聖霊に逆らったり、そしったり、冒涜し

たりすることは永遠に赦されない大きな罪であり救

われることがないことを悟って、決して死に至る罪を

犯すことのないようにしなければなりません。 

（２）聖霊を受けた後に堕落して、主を再び十字架

につけて恥辱を与える場合 

ヘブル人への手紙６章４～６節を見ると、「一度光

を受けて天からの賜物の味を知り、聖霊にあずかる

者となり、神のすばらしいみことばと、後にやがて

来る力とを味わったうえで、しかも堕落してしまう

ならば、そういう人々をもう一度悔い改めに立ち返

らせることはできません。彼らは、自分で神の子を

もう一度十字架にかけて、恥辱を与える人たちだか

らです。」と語られています。 

「主をもう一度十字架にかけて、恥辱を与える人た
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ち」とは、聖霊を受けた後に天国と地獄があることも

知り、真理のみことばを聞いて知って信じていても、

この世に惑わされて教会と神さまから離れてこの世

の中に堕落して、神さまの栄光を著しくおおい隠して

しまう人々のことです。 

このような人々には悔い改めの霊が与えられない

ため、天国に入ることができないのです。 

（３）真理を聞いて知っていても故意に罪を犯し続

ける場合 

ヘブル人への手紙１０章２６～２７節を見ると、

「もし、わたしたちが真理の知識を受けた後にも、

故意に罪を犯し続けるとすれば、罪のためのいけに

えは、もはや残っていません。ただ残っているのは、

審判と敵対する者たちを焼き尽くす激しい火とを、

恐れつつ待つことだけです。＜新共同訳聖書＞」と

語られています。 

真理を聞いて知っていながら故意に罪を犯し続け

る場合も、天国に入ることができないのです 

ダビデ王は、神さまの御前に罪を犯した時、預言者

ナタンが罪を指摘すると直ちに悔い改めて立ち返り

ました。しかしサウル王は、サムエルが罪を指摘した

にもかかわらず、罪を犯し続けました。 

その結果、ダビデ王は再び神さまの祝福を受けるよ

うになりましたが、サウル王は捨てられてしまったと

聖書は記録しています。 

このように、神さまを信じていながらも故意に罪を犯

し続ける人は、神さまが御顔を背けてしまうために、

聖霊が消えていくしかありません。 

本当に神さまを信じていた人が堕落して故意に罪

を犯すようになると、聖霊が消えてしまって悔い改め

ることができなくなりますから、その名前がいのちの

書からだんだん消されていって、救われることができ

なくなってしまうのです（黙示録３章５節「勝利を

得る者は、このように白い衣を着せられる。そして、

わたしは、彼の名をいのちの書から消すようなこと

は決してしない。わたしは彼の名をわたしの父の御

前と御使いたちの前で言い表す。」）。 

しかし知識的には知っていても衷心から信じられ

なかった人の場合には、神さまがみわざなさることに

よって信仰が生まれると救いの道に導かれます。 

教会に通っていたのに離れてしまったとしても、ま

た伝道されて、悔い改めて立ち返って新しい恵みを受

けるのです。 

神さまは、人が死に至る罪を一度犯したとして、一

回でお見捨てになるのではありません。神さまが何度

でも悔い改めて立ち返ることができるように教えて

くださっても、人が立ち返らずに罪を犯し続けるため

に、良心がマヒしてそこなわれてしまい、救われなく

なるのです。 

ですから、イエス・キリストを信じると告白しても、

不法を行なって死に至る罪を犯すと救いに至ること

ができなくなることをはっきりと悟り、ただ真理の中

で行なう神さまのまことの子どもになって、天国と永

遠のいのちを所有なさるように願います。 
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証し：柳 無缺 くん 
(教会学校・児童部) 

 

 「２４日間連鎖断食特別ダニエル祈祷会」、

２月１日～行われているこの祈祷会に、新しい

喜びで参加している小学生がいる。 

 柳無缺くんは、１月の権能のいやし聖会で切

なる心で異言の祈りを求めて、神様から祝福を

いただいた。祈りが楽しくなったと告白する無

缺くんの証しを通して恵みを受けましょう。 

 

■１９９５年６月１６日  

 無缺くんは、柳承吉牧師先生と崔秉蘭宣教師

先生の長男として日本で生まれました。無缺く

んを身ごもって 4 週間目、激しい痛みで目覚め

た崔先生は翌日病院で卵巣脳腫であることを

告げられました。手術をしなくては、赤ちゃん

は生きられないといわれたのです。信仰で３日

断食を終えたとき、夢に李載禄牧師先生が表れ、

ベッドで横たわる崔先生のお腹に手を置かれ

ました。そして、次の診察日、卵巣脳腫はきれ

いに消えていたのです。 

 無缺くんは、信仰の中で成長しました。遊ぶ

時も教会で遊び、眠る時も教会で眠りました。

例えば、尐しケガをしても、悔い改めて祈れば

神様がいやしてくださるので、病院や薬と縁が

なく、元気に成長したのです。その姿は、同年

代の子どもたちや、そのお母さん方にとって、

大きな刺激になっていきました。無缺くんの友

だちは、幼稚園の頃から頻繁に教会学校に来る

ようになっていったのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■友だち  

昨年、５年生になった無缺くんの「助けたい

友だちがいる」という小さな願いに、神様は働

かれました。 

無缺くんのクラスには、様々な理由から、な

かなかクラスにとけこめない友だちがいまし

た。しかし、無缺くんは、その友だちを大事に

思っていました。そして、その友だちも、無缺

くんに心を開いていたのです。 

無缺くんは、この友だちがイエス様のところ

へ来れば、みんなと一緒に楽しくできると信じ

ていました。そして、７月の権能のいやし聖会

のとき、李載禄牧師先生の権能のハンカチで、

友だちのことを祈ってもらったのです。それは、

「友だちが教会学校のサマーキャンプに参加

できるように。」という願いでした。 

祈りを受けて友だちを誘うと、その願いのと

おり、サマーキャンプに参加することができた

のです。そして、無缺くんの心がどこにあるの 

かを一番ご存知の神様は、それから後、その友

だちを続けて教会学校の聖徒へと導いてくだ

さいました。 

 

■天国があるから  

昨年のサマーキャンプでは、参加した子ども

たちに、どのように教会にくるようになったの

か、どのように神様とであったのかを聞く機会

がありました。 

多くの子どもたちが無缺くんから教会の話

を聞いていましたが、その子どもたちが皆、「天
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国があるよ。地獄へは行かないように。」とい

って誘われたと話します。 

果たして、子どもたちの心にその言葉がどの

ように迫って教会に導かれるようになったの

でしょうか。私たちが、きれいな言葉で何とか

誘おうとすることよりも、真実に天国に入るよ

うにならなくては、地獄には決して行ってはい

けないという心がどれほど確かにあるのかが、

何よりも必要であることを教えられます。 

崔先生のお話をお聞きすると、無缺くんを妊

娠しているときに、数え切れないほどの伝道の

夢を見たそうです。そのとき、この子がきっと

伝道の働きのために遣わされると確信したそ

うです。 

 

■権能の力  

また、無缺くんの友だちには、なかなか学校

へ行くことのできない子どももいました。 

教会学校の子どもたちの伝道で、その子が教

会へ来るようになりました。一回、二回、イエ

ス様のお話に触れるうちに、毎週休まず教会に

来るようになったのです。 

神様がいることを信じられるようになった

その子は、権能のいやし聖会に参加し、権能の

ハンカチでお祈りを受けました。心の願いが叶

えられたことによって、もっと力を受けたその

子は、翌月の聖会で今度は「学校に行くことが

できるように。」という願いを持つようになり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。そして、牧師先生にお祈りを受け、今

は、新しい学校生活がはじまっています。 

 

■祈れるようになりたい  

両親から受けて育ってきた子どもの信仰が、

いよいよ自分自身の信仰へと変えられて行く

時期を迎えました。 

無缺くんは、毎日祈祷会に３０分参加してい

ますが、その時間を座って祈ることは難しいと

感じていました。しかし、ある日、牧師先生の

異言についてのお話を聞き、自分にもできない

だろうかと思うようになりました。 

お母さんに相談すると、「異言をもらうため

には、準備して熱く祈らなくてはならないよ。」

と言われ、権能のいやし聖会にのぞみました。

先生の助けを受けて汗と涙で熱心に祈る時、願

いは叶えられました。異言の祈りを受けると、

１時間がまるで一瞬のように過ぎてしまいま

す。無缺くんはそのことを体験したのです。 

 求めていた異言の祈りを受けた無缺くんは、

自ら神様に感謝の献金を捧げ、毎日の祈祷会も

前とは違う心で参加しています。 

 「子どもたちをわたしのところに来させなさ

い。止めてはいけません。神の国は、このよう

な者たちのものです。まことに、あなたがたに

告げます。子どものように神の国を受け入れる

者でなければ、決してそこに、はいることはで

きません。」（ルカ１８：１６－１７） 

 

無缺くんへ ち ょ っ とインタビュー 

★  どうして友 だちに神 様のことを伝 えるの？ 

「前 に夜 、地 獄 のことが心 に浮 かんで、友 だちが地 獄 へ

行 ったらどうしようと心 配 になって、それからもっと誘 うよう

になりました。」 

★  天 国 と地 獄 の話 をして、友 だちはどう思 うのかな？ 

「やっぱりみんなも地 獄 へは行 きたくないと思 っているみた

いで、そのことが心 に残 ったと思 います。」 

★異 言 をもらった後 と前 とは、祈 り会 が違 いますか？ 

「時 間 は早 く過 ぎるし、前 より熱 くなって祈 る感 じがしま

す。」 

★神 様 に何 かお話 することはありますか？ 

「異 言 をくださってありがとうございます。友 だちを伝 道 で

きてうれしいです。」 

─  
Ừ ₈ ₉ 

18 ⁸ ╟╡ 

・教会学校（児童部・幼稚部）、学生会（高校部・中学

部）の教師の皆さんが、今年、子どもたちの救いのために献

身するという心をもって捧げる礼拝です。 

Ừ ₈ ₉ 
2 ⁸ ╟╡ 

・2007 年３月に、小学校・中学校・高校などを卒業する子

どもたちが感謝の心で捧げる礼拝です。 

Ừ ₈ ⅔ ₉ 
─ ⌐ ╦∑≡ 3 4  

・ご年配の方を中心に、きれいな桜の下で、お話や歌、ゲ

ームで楽しみながら、おいしい食事を共にするお花見会で

す。 



 Church bulletin「MANMIN」                           2007 年 2 月 18 日号 

 - 8 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ⁸ ⁸ ╦╡ ⌂≥⁸≥⌂√≢╙↔ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ╕∆⁹ 

 

 
 

 
AM10:30 12:00 

 

 
 
 

PM3:00 5:00 
 

 
 
 

PM1:00 2:00 

 
 

 
AM6:00 7:00 

 
 
 

PM8:30 10:00 
 

 
 

 

 
 

 
PM8:30 10:00 

 

 
 

 
PM9:00 1:30 

  
♩☻ꜞ◐ה☻◄▬    

395-0807 3883-4   #3883-4,KIRIISHI,KANAE,IIDA,NAGANO 

 0265-56-8286   FAX 0265-56-8287 

http://iidamanmin.to.cx     E-mail  imc@s9.dion.ne.jp 

 
 

講師： 

イジュンウォン牧師 

「聖書には、かつて使徒パウロという信仰のある人物が身につけていた手ぬぐいや前掛けをはずし

て病人に当てると、病気や悪霊が出て行ったという記述があります。この聖書のことばは今も李 載

禄 牧師を通して証しされています。牧師が祈ったハンカチを病人に当てて祈ると、あらゆる病気が

いやされ、悪霊は出て行き、目の見えない者の目が開き、口のきけない者が話せるようになるなど、

驚くべき権能の御わざが全世界で大きく現わされています。「祈り」によって体が癒され、心を縛る目

に見えない力から解放されるという神の力が、信じるあなたに現されます。」 

 
聖霊の火を体験しました。 

「祈りを受けるとまるで上から 

熱い火が落ちてきたように 

なりました。それと同時に 

求めていた心の平安を 

いただきました。」 

 
電気交換しました？ 
「尐し遅れて会堂に入ると、 

すでにいつもより室内が明るく 

感じました。後に、会堂が聖霊に満た

されており、入った瞬間、目のくもり

が消えたのだとわかりました。」 

 

mailto:%20imc@s9.dion.ne.jp

